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利用した葬式が選択されており、そこへ葬祭業者が関与するようになり、筆親筆子がシン
セキとともに務めてきた従来の役割は消滅している。このような葬送儀礼の変化から、近
年は死者祭祀の簡素化と同時に、死に対する筆親や筆子の関与のあり方にも変化が生じて
いることを明らかにした。 
 第 7章「筆親筆子関係の現代的変化」では、筆親筆子関係の現代的変化について論究し
た。 
白石島の筆親筆子関係は、先行研究による民俗調査報告書の事例との比較分析によれば、
この 50 年以上で締結儀礼の衰退や消滅が顕著であることがわかった。筆親に霊力を期待
した関係の締結は早くに消滅しており、近年はオヤカタドリの締結儀礼が消滅している。
一方で筆親筆子間のツキアイは依然として継続しており、互助関係は現在も持続している。 
近年は過疎化や少子高齢化で島を取り巻く社会環境が急激に変化しており、筆親筆子関
係への意識やそのあり方が変化している。島外移住者の増加で、従来のような筆親と筆子
のツキアイが減少している。一方で、近年の若者層を中心とした離島傾向によって、筆親
と筆子には新しく島を越えたツキアイが発生していることを明らかにした。 
 終章「結論」では、本論文で取り上げた諸問題を要約しつつ、序章の課題に対する結論
を示した。なかでも序章で示した本論文の課題を踏まえて、筆親筆子関係を形成する社会
的背景と、個人関係としての筆親筆子関係についての二つの問題を中心に総括した。 
白石島の筆親筆子関係は、いわゆる「上湯島型」の仮親子関係の特質をもち、島内には
自己中心的に組織化されるシンセキと呼ぶ親類関係が重層する。これらの筆親筆子関係や
それを含むシンセキの特質は、島民の歴史観が大きく関連する要素となっている。白石島
では近世初頭における開発の歴史と各家の由緒に関する歴史観が共有されており、現在も
島社会の人々や家々における関係性に影響を与えており、筆親筆子関係のあり方を規定す
る条件にもなっている。 
一方、白石島は近現代を通して出稼ぎが盛んな地域であり、この地域の筆親筆子関係の
特徴やその変化との関連が指摘できる。島民の移動性の高さにより、島の内外を家族員が
移動しつつ世代間で同居と分居を繰り返す生活形態を形成している。したがって、この地
域の筆親筆子関係の特色である、一代限りで永続性に乏しく、個人と個人の関係として締
結される点において、この島の人々の歴史観に加えて生業形態のあり方が深く関連するこ
とを明らかにした。 
また、先述したこの地域の近世の開発経過と各家の由緒に関する歴史観は、近年までの
婚姻方式とそれによる筆親筆子関係やシンセキのあり方を規定する要因にもなっている。
近年までは島内婚が志向されたことで、島社会において自己中心的なシンセキを発達させ
てきた。島内に形成された筆親筆子関係は、このような親族組織の自己中心的構造と密接
に関連している。しかし、近年では婚姻事情が変化し、島内婚が消滅して島外婚が普及し
たことで、筆親筆子関係の意味づけが以前とは変化している。この地域の筆親筆子関係は、
近年では成人儀礼や結婚時の仲人などの締結の動機が弱まり、相互の利害関係のみが強調
される関係に変化している。これらは、近年の若者層の島外流出と島社会の高齢化といっ
た現状が深く関連していることを明らかにした。 
 以上のように、本論文では岡山県笠岡諸島白石島における筆親筆子関係の事例を通して、
従来の仮親子研究に新たな視角と方法を導入し、その近現代における変化と現状に着目す
ることにより、先行研究では調査が不十分であった「上湯島型」の仮親子関係における実
態を新たに提示した。 
